
西 脇 市

後期基本計画
平成25～30年度
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ま
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に

推
移

アンケートの実施概要
■調査期間　平成 28年７月６日～８月１日
■調査方法　郵送による調査票の送付・回収
■対象者数　15歳以上の市民1,000人（無作為抽出）
■回答者数　461人（回答率 46.1％）

広報にしわき　平成29年3月号広報にしわき　平成29年3月号33 22広報にしわき　平成29年3月号広報にしわき　平成29年3月号

地域の安全安心のために活動する西脇市消防団地地地地地地地地域地域域域域ののの安の安の安の安安安安安全全全全全安全全安全安全安安安安心心心心心心心心心の心心心心の心の心の心ののののたたたたたたたたたたたためためためためめめめにににににに活に活に活活活動動動す動す動すすす動すすすすすすすすすすすすすすすすすすすすするるるるるるるるるるるるる西る西西脇脇脇市脇市市脇市市市市消消消防防防団団団団地域の安全安心のために活動する西脇市消防団

　全体の７割弱の項目が「望ましい方向」へ推移し
ています。
　地域福祉や健康に関する生活実感は、比較的良い
状況を保っています。また、「特定健康診査の受診
率」は32％から39％に大きく増加しています。し
かし、地域福祉活動や健康づくりに実際に取り組ん
でいる市民の割合は低下傾向にあり、課題となって
います。
　福祉に関する相談窓口などは官民連携して拡充し
ており、高齢者や障害のある方からの相談実績も大

きく増加しています。
　茜が丘複合施設みらいえの開館などにより、児童
館等の利用者数は大きく増加しており、子育てに関
する項目は望ましい方向へ推移しています。

健康・子育て・福祉の分野

生活安全・安心の分野

　全体の７割の項目が「望ましい方向」へ推移しています。
　年間の火災発生件数、交通（人身）事故発生件数、刑法
犯罪認知件数のいずれも低下しており、安全・安心な暮ら
しは守られていると考えられます。しかしながら、大切な
命が失われるような事例も散見されており、取り組みを継
続・強化していくことが必要です。

西脇市総合計画

まちづくり指標 H24 H28 比較

年間火災発生件数（件）

年間交通（人身）事故発生件数（件）

年間刑法犯罪認知件数（件）

26

338

386

15

203

277

まちづくり指標 H24 H28 比較

31.8

41.4

47.6

38.8

35.8

40.6

3,437

30,650

4,188

89,103

特定健康診査の受診率（％）

過去1年間に地域福祉に関する活動に参加した市民の割合（％）

健康づくりのために何らかの活動・取組を行っている市民の
割合（％）

年間高齢者総合相談件数（件）

児童館等の子育て支援施設の年間利用者数（人）

「
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況
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ち
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況
を
チ
ェ
ッ
ク

よ
り
魅
力
的
で
暮
ら
し
や
す
い
西
脇
市
に
す
る
た
め
、
市
で
は
「
総
合
計
画
」
に
基
づ
い
て
さ
ま
ざ
ま
な
施
策
を
展
開
し
て

お
り
、
１
３
６
項
目
の
「
ま
ち
づ
く
り
指
標
」
を
設
定
し
て
、
そ
の
成
果
や
進
ち
ょ
く
状
況
を
計
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
指
標

が
「
望
ま
し
い
・
望
ま
し
く
な
い
」
い
ず
れ
の
方
向
に
推
移
し
た
の
か
を
把
握
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
実
施
し
て
い
る

「
ま
ち
づ
く
り
市
民
ア
ン
ケ
ー
ト
」の
結
果
が
ま
と
ま
り
ま
し
た
の
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。
ま
た
、
ア
ン
ケ
ー
ト
で
は
皆
さ
ん

か
ら
多
く
の
ご
質
問
や
ご
意
見
を
い
た
だ
き
ま
し
た
の
で
、
そ
の
一
部
を
紹
介
し
、
現
状
や
市
の
考
え
方
を
お
示
し
し
ま
す
。

ま
ち
づ
く
り
市
民
ア
ン
ケ
ー
ト
を
実
施
し
ま
し
た

　
総
合
計
画
っ
て
な
に
!?

　　

総
合
計
画
は
、
西
脇
市
が
将
来

に
向
か
っ
て
、
ど
の
よ
う
な
ま
ち

を
つ
く
っ
て
い
く
の
か
を
示
し
た

計
画
で
、「
ま
ち
づ
く
り
の
羅
針

盤
」
と
な
る
も
の
で
す
。

　

計
画
で
は
、
西
脇
市
の
あ
る
べ

き
姿
を
「
人
輝
き　

未
来
広
が
る

　

田
園
協
奏
都
市
」
と
定
め
て
お

り
、
こ
の
実
現
に
向
け
て
、
都
市

経
営
の
基
本
方
針
や
さ
ま
ざ
ま
な

分
野
に
お
い
て
ま
ち
づ
く
り
を
進

め
て
い
く
た
め
の
考
え
方
や
道
筋

を
示
し
て
い
ま
す
。

　

総
合
計
画
は
平
成
19
年
度
に
策

定
し
て
お
り
平
成
30
年
度
に
期
限

を
迎
え
る
こ
と
か
ら
、
現
在
、
第

2
次
西
脇
市
総
合
計
画
の
策
定
に

向
け
て
取
り
組
み
を
進
め
て
い
ま

す
。

　
ま
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づ
く
り
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民
ア
ン
ケ
ー
ト

　　

市
で
は
ま
ち
づ
く
り
の
現
状
や

進
ち
ょ
く
状
況
を
把
握
す
る
た

め
、「
ま
ち
づ
く
り
市
民
ア
ン
ケ

ー
ト
」
の
実
施
や
各
種
統
計
デ
ー

タ
の
把
握
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
調
査
は
毎
年
度
実
施
し
て

お
り
、
総
合
計
画
（
後
期
基
本
計

画
）
を
策
定
し
た
平
成
24
年
度
当

時
の
基
準
値
と
平
成
28
年
度
に
把

握
し
た
現
状
値
と
比
較
し
て
、
ど

の
よ
う
に
推
移
し
て
い
る
か
を
調

査
し
ま
し
た
。

　

そ
の
結
果
、
全
ま
ち
づ
く
り
指

標
1
3
6
項
目
の
う
ち
、
全
体
の

6
割
に
相
当
す
る
83
項
目
が
「
望

ま
し
い
方
向
」
へ
、
全
体
の
3
割

に
相
当
す
る
41
項
目
が
「
望
ま
し

く
な
い
方
向
」
へ
、
残
り
の
12
項

目
が
「
現
状
維
持
」
と
な
っ
て
い

ま
す
。

　

次
の
ペ
ー
ジ
か
ら
は
、
各
分
野

ご
と
の
主
な
指
標
の
推
移
に
つ
い

て
、
お
示
し
し
ま
す
。
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指標値はH24・Ｈ28に実施した調査で把握できる直近の数値です（以下同じ）。



　全体の６割弱の項目が「望ましい方向」へ推移し
ていますが、４割強の項目が「望ましくない方向」
へ推移しています。
　学校施設の耐震化や改築などが進み、教育施設に
対する満足度は高くなっています。また、新図書館
の整備などにより、図書年間貸出冊数は大幅に増加
しています。ハード整備については着実に進んでい
るため、小中学生の学力向上や読書好きを増やす取
組など、ソフト事業について一層強化することが求
められています。
　スポーツ活動や生涯学習活動については、施設の

利用者数や公民館講座の受講者数は増加しています
が、実際にスポーツ活動や生涯学習活動を行った市
民の割合は若干低下しています。

　「望ましい方向」へ推移したものが全体の７割と
なっています。
　マイバッグの利用など、環境に優しい行動をする
市民の割合も望ましい方向へ推移しており、地道な

取り組みの結果がごみ排出量
の減少や市民の生活実感の高
まりにつながっていると考え
られます。

教育・文化・スポーツの分野

まちづくり指標 H24 H28 比較

１人１日当たりのごみ排出量（ｇ）

住んでいる地域が清潔できれいなまちであると感じている市民
の割合（％）

公害等の年間苦情処理件数（件）

808

61.3　

145

778

66.8　

134

　「望ましい方向」へ推移したものが全体の５割強、
現状維持にとどまっているものが２割となっていま
す。
　道路や交通安全施設の整備は着実に進めています
が、道路に対する満足度は横ばいとなっています。
　公共交通に関する項目は低下しているものが多く
なっており、高齢化社会の到来や市役所の移転を踏
まえて、より一層取り組みを進める必要があります。

　西脇市への定住意向については、高齢者層で低下
していることが課題となっています。

まちづくり指標 H24 H28 比較

市内の道路は快適・安全に通行できると感じる市民の割合（％）

買物や通院・通学の移動に困っている市民の割合（％）

西脇市に住み続けたいと思う市民の割合（％）

42.5

33.5

70.7

42.3

34.7

63.3

まちづくり指標 H24 H28 比較

1,265

0

16.8

45.9

1,624

713

8

20.8

52.5

1,406

工業製品年間出荷額（億円）

誘致・新規立地延べ企業数（社）

働く場が充実していると感じる市民の割合（％）

地元農産物・畜産物を意識して購入する市民の割合（％）

畜産飼養頭数（肉用牛）（頭）

まちづくり指標 H24 H28 比較

44.4　

151

306 

43.3  

33.1

51.6　

270

366 

38.8 　

31.0

小・中学校では、子どもたちが学習する教育環境が充実してい
ると感じる市民の割合（％）

図書館の図書等資料の年間貸出冊数（千冊）

スポーツ施設の年間利用者数（千人）

過去1年間にスポーツ・レクリエーション活動を行った市民の
割合（％）

過去1年間に自発的な学習、サークル活動・講座など生涯学習
活動をしている市民の割合（％）

西脇南中学校西西西西西脇西脇脇脇脇南南南南南中南中中南中南中中中中中中中中中中中中中中中中中中中中中学学学学学学学学学学校学校学校学校学校学校学校学学学西脇南中学校

　全体の５割弱の項目が「望ましい方向」へ推移し
ていますが、４割強の項目が「望ましくない方向」
へ推移しています。
　大型商業施設や地域を代表する製造業の撤退・廃
業などを反映し、商業年間販売額や工業製品年間出
荷額は大きく低下しています。
　一方で、誘致などによる新規立地企業は着実に増
加しており、雇用に関する市民満足度は改善傾向に

ありますが、依然
として低い水準に
とどまっています。
　農業分野につい
ては、特産品開発
などに注力し、ま
た、市民の間でも地産地消の意識は広がっています
が、後継者不足などの課題が顕在化しつつあります。

北はりま旬菜館北北北北北北北北北北北北は北はは北ははははははりりりりりりりりまままりまりまままままま旬旬旬旬旬旬旬菜旬菜旬菜菜菜館館館館館館北はりま旬菜館

西脇市のコミュニティバス「しばざくら号」西西西西西西西脇西脇脇脇脇市市市市市市の市の市の市の市の市ののののののコココココミコミコミミコミコミコミミミュニニュニュニニテテテテテテティティティテティティティティテテティティティテティティティティティティティィティティティティティティティティティティィティティティィィィババババババババババババババババスバスバスバスバスススススススススバス「「「「「「し「し「し「し「しししししししししししし「しししししししししししししししししししししししししばばばばばばばばばざばざばざばざばざばざざざくざざざざざざくくくくくくくくくくくくくくくくくくくらららららららららららららら号号号号号号号号号号号号」号」」号」西脇市のコミュニティバス「しばざくら号」

都市基盤・生活環境の分野

産業・経済の分野

自然・環境共生の分野

広報にしわき　平成29年3月号広報にしわき　平成29年3月号55 44広報にしわき　平成29年3月号広報にしわき　平成29年3月号



皆さんの

を市政に

笑顔いっぱい比也野号

「まちづくり市民アンケート」では、
市政やまちづくりについて、たく
さんのご意見をいただきました。
ここではその一部を紹介し、現状
や市の考え方をお知らせします。

　
　
　
い
ろ
い
ろ
な
場
所
で
不
法

　
　
　
投
棄
を
目
に
し
ま
す
。
ご

み
拾
い
ハ
イ
キ
ン
グ
な
ど
の
イ
ベ

ン
ト
を
開
催
し
、
エ
コ
ポ
イ
ン
ト

を
付
与
す
る
と
い
っ
た
取
り
組
み

を
し
て
は
ど
う
で
し
ょ
う
か
？

（
女
性
、
60
歳
代
、
日
野
地
区
）

　
　
　

本
市
で
は
、
生
活
環
境
の

　
　
　

改
善
・
保
全
に
向
け
た
取

り
組
み
を
学
習
す
る
場
と
し
て
、

「
西
脇
市
民
か
ん
き
ょ
う
大
学
」

を
開
催
し
て
お
り
、
授
業
料
は

「
拾
っ
て
き
た
ご
み
」
と
し
て
い

ま
す
。

　

参
加
し
て
い
た
だ
い
た
方
に

は
、
エ
コ
ポ
イ
ン
ト
を
発
行
し
て

お
り
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
ご
参
加
を

い
た
だ
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

　
　
　
夜
の
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
や
学

　
　
　
校
か
ら
の
下
校
時
な
ど
、

防
犯
灯
が
少
な
い
た
め
、
不
安
を

感
じ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。（
女

性
、
20
歳
代
、
重
春
地
区
ほ
か
）

　
　
　

本
市
で
は
防
犯
灯
を
Ｌ
Ｅ

　
　
　

Ｄ
化
す
る
事
業
を
実
施
し

て
い
ま
す
。
事
業
を
進
め
る
中
で

新
た
な
防
犯
灯
が
必
要
な
箇
所
も

出
て
き
て
お
り
、
自
治
会
か
ら
要

望
を
受
け
た
も
の
に
つ
い
て
順
次

設
置
し
て
い
ま
す
。
通
学
路
に
つ

い
て
も
、
学
校
や
地
域
の
意
見
を

聞
き
な
が
ら
設
置
を
検
討
し
て
い

き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
　
　
大
型
商
業
施
設
や
企
業
の

　
　
　
誘
致
を
積
極
的
に
行
っ

て
、
若
い
人
も
呼
び
込
め
る
活
気

の
あ
る
ま
ち
に
し
て
ほ
し
い
。（
女

性
、
60
歳
代
、
日
野
地
区
ほ
か
）

　
　
　

近
隣
市
に
大
型
商
業
施
設

　
　
　

が
立
地
す
る
な
か
、
新
た

な
大
型
店
舗
の
出
店
は
大
変
難
し

い
状
況
に
な
っ
て
い
ま
す
。
市
役

所
・
市
民
会
館
の
カ
ナ
ー
ト
跡
地

へ
の
移
転
に
伴
い
、
商
業
施
設
を

含
め
た
に
ぎ
わ
い
づ
く
り
を
検
討

し
て
い
ま
す
。

　

企
業
誘
致
に
つ
い
て
は
、
引
き

続
き
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
が
、

上
比
延
工
場
公
園
が
完
売
し
た
た

め
、
市
内
の
工
場
跡
地
や
空
地
等

の
民
間
用
地
へ
の
誘
致
活
動
を
進

め
て
い
き
ま
す
。

　
　
　
保
育
料
が
高
い
た
め
、
保

　
　
　
育
所
を
利
用
し
た
く
て
も

利
用
で
き
ず
、
就
労
が
難
し
い
と

感
じ
て
い
ま
す
。（
女
性
、
30
歳

代
、
津
万
地
区
ほ
か
）

　
　
　

本
市
で
は
、
平
成
29
年
度

　
　
　

か
ら
子
育
て
世
代
の
経
済

的
負
担
の
軽
減
を
図
る
た
め
、
4

歳
児
と
5
歳
児
の
保
育
料
を
無
償

化
・
軽
減
し
ま
す
。
ま
た
、
す
べ

て
の
認
可
保
育
所
が
認
定
こ
ど
も

園
に
移
行
す
る
こ
と
に
よ
り
、
保

育
の
利
用
定
員
が
増
加
す
る
と
と

も
に
、
就
学
前
教
育
・
保
育
環
境

の
充
実
を
図
り
ま
す
。

　
　
　
利
用
さ
れ
て
い
な
い
旧
図

　
　
　
書
館
施
設
に
学
習
ス
ペ
ー

ス
を
設
置
し
て
ほ
し
い
。（
女

性
、
10
歳
代
、
西
脇
地
区
ほ
か
）

　
　
　

童
子
山
公
園
の
リ
ニ
ュ
ー

　
　
　

ア
ル
整
備
基
本
計
画
策
定

の
た
め
の
西
脇
区
ア
ン
ケ
ー
ト
調

査
に
お
い
て
、
旧
図
書
館
跡
に
学

習
・
勉
強
で
き
る
場
所
と
い
っ
た

意
見
が
多
く
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。

そ
う
し
た
意
見
を
踏
ま
え
て
、
学

習
ル
ー
ム
の
設
置
も
視
野
に
入
れ

て
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
し
た
い
と
考
え

て
い
ま
す
。

答 声声

答 答声

答 声 答 声

　平成17年の市町合併をきっかけに職員数の削減
や健全な財政運営を行った結果、市の貯金に当たる
財政調整基金残高は増加しています。また、補助金
や国の支援が手厚い合併特例債を有効に活用するこ
とにより、市の借金の状況を示す実質公債費比率も
大きく低下しており、比較的健全な財政状況となっ
ています。
　しかしながら、西脇市の行政サービスに満足して

いる市民の割
合は若干望ま
しくない方向
へ推移してお
り、健全財政
を維持しなが
ら総合的に施策を実施することにより、市民満足度
を高めていくことが必要です。

まちづくり指標 H24 H28 比較

財政指標（財政調整基金残高）（億円）

財政指標（実質公債費比率）（％）

市職員数（普通会計部門）（人）

西脇市の行政サービスに満足している市民の割合（％）

34.6

12.1

237

36.8

49.6

7.8

218

35.1

まちづくり指標 H24 H28 比較

40.2　

68.1 

57.5 

9

1

44.7　

71.6 

54.9 

16

4

行政だけでなく、市民や地域と協働してまちづくりが行われて
いると感じる市民の割合（％）

市政に関心を持つ市民の割合（％）

過去１年間に地域でのまちづくり活動に参加したことがある市
民の割合（％）

NPO法人の延べ設立数（団体）

連携協定を締結した大学等の教育機関・民間企業延べ数（団体）

行政経営の分野

　西脇市のまちづくりの指針となる「総合計画」を
策定するに当たり、市民の皆さんから幅広いご意見
をいただくため、西脇市総合計画審議会の委員を募
集します。
◆募集する人数　若干名
◆会議の内容
・平成29年４月～平成31年３月の間に10回程度、
　平日に開催予定
・西脇市総合計画の策定に係る審議
◆応募資格
・市内に在住または通勤・通学する18歳以上の方
・平日に開催する２時間程度の会議に出席できる方
・他の審議会の委員でない方
◆会議の構成員
　各種団体の代表、行政機関、公募委員などから合
　計20人以内

◆応募方法
　所定の応募用紙に住所・氏名・年齢・電話番号・
略歴・応募の動機などをご記入いただき、郵送・フ
ァックス・電子メールのいずれかで３月17日（金）
までに下記へご提出ください。
※応募用紙は市ホームページからダウンロードでき
ます。また、請求いただければ郵送します。
◆その他　
　応募人数等により選考させていただくことがあり
ます。会議への参加報酬額は１回当たり3,700円
（３時間未満）です。
◆応募・問合せ
　〒677-8511　西脇市郷瀬町605
　西脇市役所次世代創生課
　（市役所内線396 ／ 　22-1014 ／
　　　sousei@city.nishiwaki.lg.jp）

まちの未来を描こう―西脇市総合計画審議会の委員を募集

地域自治の分野

　「望ましい方向」へ
推移したものが全体の
５割となっています。
　市民・地域と行政が
協働してまちづくりを
行っていると感じる割

合が高まっており、市政への関心も高くなっていま

す。しかしながら、実際に地域でのまちづくり活動
に参加した市民の割合は低下しており、地域のまち
づくり人材の固定化や高齢化などが課題となってい
ます。
　NPO法人の設立数や大学等との連携協定実績は
着実に増加しており、まちづくりの人材・組織が多
様化しつつあるともいえます。
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